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経済学研究 36-4
北海道大学 1987.3 

金融論の研究(4 ) 

一一金融論の始点としての蓄蔵貨幣の研究一一

浜田康行

第2章蓄蔵貨幣の形成

はしがき

金融をもっとも簡単に規定するなら，それは

お金・貨幣の融通である。そして，われわれの

研究視角は取引に着目することであったから，

われわれがここで取扱うのは貨幣の融通取引で

ある。この取引の成立にはこ人の当事者と取引

の対象となる貨幣の存在が不可欠の要件で、あ

る。われわれはまずこの対象としての貨幣に目

を向けようr。これはどこにあるか。それは第一の

当事者，つまり取引の前に貨幣を手にしている

人のところである。だからわれわれはまず当事

者達をよく観察しなければならないが，そのま

えにこの当事者の限定をしておこう。第一の当

事者は蓄蔵貨幣を形成しそれを保有している人

であり，第二の人物はこの蓄蔵貨幣を利用しよ

うとしている人であるが，かれらは一体誰か。

われわれの当面の目的は，資本主義社会にお

ける金融制度・銀行制度の形成を理論的に明ら

かにすること，なぜ、資本主義では銀行が発生す

るのかを歴史に即してではなく理論にそくして

説明することであり，それは同時に資本主義社

会における銀行の本質を明らかにすることなの

である。きて，資本主義社会の経済的な諸制度

はすべて資本が作り出すものである。たとえ，

それが以前の社会にあったにしても資本はこれ

を自分に似せて作りかえるのであり，資本が作

ったと言いうるのである。こうした資本の諸制

度を研究するためには，われわれは純粋な資本

の社会を想定しなければならない。当面のわれ

われの関心に引き寄せていえば?金融の当挙者

としては双方ともに資本家を考えておかなけれ

ばならないのである。もちろんわれわれの舞台

には資本家の他に労働者もまた場合によっては

地主も登場するがそれは資本家の払った賃金

(可変資本)の受取り手としてであり，あるい

は剰余価値の分配にあずかるものという消極的

な立場でだけである。同じ理由から国家も一今

日では国家は最大の預金者でありかつまた借手

でもあるのだがーすぐにはわれわれの舞台に登

場しないのである。

われわれがこれからしようとしていることは

次のように要約できる。他の資本家と競争下に

ある個々の資本家が(産業資本家を典型として

想定しておこう)いかにして，その運動のなか

から・楯環と回転のなかから必然的に蓄蔵貨幣

を形成し保有するか，その蓄蔵貨幣には，個別

資本にとっての役割・機能という点でみていか

なる種類をみてとれるか，である。われわれ

は，個々の資本家の観点にたって蓄蔵貨幣を三

つにわけそれぞれに検討を加え， しかるのちに

その他の階級によって形成される蓄蔵貨幣をみ

ることにしよう。

われわれはこの第2章をつうじて第1編で研

究した商業信用が十分に展開Lていることを前

提にしておこう 1)。このことはもちろん諸資本

1)商業信用についでは本研究の第 1編， r金融論の
研究J(1)(2)北大『経済学研究Jl34巻 1号および
3号を参照されt.::.¥'、。
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が競争下にあるということと関係している。さ

て，もうひとつ，本論に入るまえに断っておき

たいことがある。

蓄蔵貨幣 (schatz)というと，貯蓄する，た

める， という意味に響きがちであるが， ここで

の意味は個々の資本家の手元に，彼等の剰余価

値獲得運動の結果，非自発的に形成され貨幣の

形態で保有されるものを含んでいる。だから，

これから分析するものの中には，ためる，蓄蔵

するとし、う意味ではとらえられないものが含ま

れている。それらを含めて敢えて蓄蔵貨幣とい

う範障で一括するのは，いぜんとしてこれらに

“流通を中断した貨幣"という蓄蔵貨幣の貨幣

論次元の規定があてはまるからである。これに

関連してもう一点述べておきたい。『資本論』

で蓄蔵貨幣が最初に出てくるのは第1巻の 1編

であり， しかも蓄蔵貨幣そのものが議論の対象

になっているのはここだけである。しかしここ

では資本はまだ登場しておらずいわゆる単純商

品生産の舞台で論理が展開されているのであ

る。われわれの舞台は資本主義社会であるが，

そこでの蓄蔵貨幣の規定についてマルクスはま

とまったかたちでは何もいっていなし、。このこ

とは，彼が資本主義の信用制度・銀行制度の分

析を『資本論』の後の課題としていたことに大

いに関係するであろう。しかし，他方，個別資

本の観点にたって資本の循環と回転を取り扱っ

た『資本論』の第2巻では，それ自体としてで

はないが蓄蔵貨幣に関する言及がかなり見られ

るのである 2)。 同様に， w資本論』の第 3巻の

19章および利子生み資本を扱った5編でも蓄蔵

2) 11資本論』の第2巻における蓄蔵貨幣論に最初に
注目したのはかのヒルファデイングであった。彼
は次のようにいっている。
「われわれはここではただ最も重要な諸要因を
挙げうるにすぎない。『資本論』の第2巻でマル
クスはこの問題を細部まで論究した。もっとも，
この細目はせんさく家たちによってもっとふやさ
れうるではあろうが。しかし信用関係の理解に
とってのこれらの研究の根本的な意義は， 従来看
過されていた。J(11金融資本論』岩波文庫版 pp.
125~6) 

貨幣に関する叙述は散見されるのである。それ

らはわれわれの研究に利用しうるものである。

ところで，マルクス経済学による金融論が蓄

蔵貨幣から論じられるべきことが明らかである

にもかかわらず，我が国ではこれが案外守られ

てこなかった。これには，次のような二つの背

景がある。一つは既に第1編で見たように，通

説が用具論的アプローチを採っていることであ

る。通説では，銀行・貨幣信用を説く場合，商

業手形→銀行券という上向ルートを意識するた

めに， どうしても商業信用から直接，銀行信用

を導くことになる。ところが，商業信用には蓄

蔵貨幣が前提されていない，それが登場するま

えに，それなしで発生が説かれることがむしろ

商業信用論・商業手形論の特徴なのであるか

ら，その延長に，その発展として銀行信用を展

閲すればそとでは蓄蔵貨幣との関係が稀薄にな

ってしまうのもやむをえないことであった。い

わゆる宇野派は，商業信用→銀行信用の直接上

向という点では通説と同じであるが，商業信用

の段階で既に蓄蔵貨幣を前提にしてしまう点で

異なっており，ために一応，蓄蔵貨幣論を体系

に取り込む道を残すのであるが，こちらのほう

は商業信用にまで利子を認めるということから

逃れられず，結局，両信用形態の根本的差異を

見逃すことになったのである。

金融論における蓄蔵貨幣論の展開を妨げた

もうひとつの要因はいわゆる信用創造論であ

るめ。信用創造論には，単に信用貨幣が創造さ

れるという意味と，銀行などが自分の集めた蓄

蔵貨幣の分量を超えて貸出すという意味のふた

とおりがある。集めた以上に貸すということ

は， 自明な次の事実を含んでいる。即ち預かっ

た物をそのまま貸してはいないということであ

る。例えば，預金が金で100万円集まって，この

金を直接に貸すなら100万円どまりである。預か

った以上に貸すということは，金でないなにか

3)信用創造論についてtむ 『資本論体系~ (6)利子・
信用，有斐閣， 1985年， p.315以下の「信用創
造」の節(鈴木芳徳氏担当)を参照されたい。
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で貸す以外に方法はないのである。だから，信

用創造が第二の意味で使われる場合は，たし、て

いはこういうふうに使われるのだが，第一の場

合を必ず含むことになるのである。

さて，いま銀行が100万円を集めて(金でも中

央銀行券でも， とにかく与えられた時点で通貨

と認められるものならなんでもよL、)これを準

備に300万円を信用貨幣を創造して貸しつける

ということを認めたとする。このことは結局の

ところ200万円は無準備で貸したことになり，こ

の部分は蓄蔵貨幣との関係が稀薄になってい

る。さらに創造した信用貨幣が一定の流通力を

持っとすれば，論理はさらに飛躍して結局預金

はなくとも貸付が出来るという地点にいたる。

そして， こうした信用創造を出来るのが“銀行"

であり，この点で他の金融機関と区別されるの

だということになる。信用創造をするのが銀行

であり， しないのが金融仲介機関であるという

ことになるの。はたして， このような分類に現

実的な意味があるのであろうか。

確かに，信用創造のように見える事態が存在

する事は認めなくてはならなし、。発券銀行なら

銀行券で，既に発券が中央銀行に集中していれ

ば当座預金の設定によって銀行は貸付を行いう

るし，時と場合によって自分の集めた預金額を

貸出残高が超えてしまうこともありうるのであ

る。しかしこの事態を銀行の本質としてしま

うのは“本質好きの学者の独断"というよりほ

かになし問題は信用創造にみえるこの事態を

蓄蔵貨幣論を基礎にしてどう説明するかであ

る。銀行が利鞘の商売であることは誰もが認め

るところである。しかし，もし，銀行が集めた

預金以上に貸せるなら， しかも誰から借りるの

でもなく創造して貸せるなら，この部分は絶対

に利鞘というものから解放されてしまうのであ

る。信用創造論については，のちに検討しよう。

ここでの要点は， この理論のために，蓄蔵貨幣

4)、川合一郎編， [f'金融論を学ぶ』有斐閣， 1976年、

8章の「銀行信用の発展J(JII合教授の担当)を
参照。

を出発点とする金融論の体系が，当り前と思え

るこのことが案外無視され続けたという事実で

ある。

もっとも，一部の学者は，蓄蔵貨幣を分析の

対象にしており，それなりの成果をあげている

が， これらの論者も結局のところ信用創造論か

ら自由になれず，また，通説の商業信用→銀行

信用という図式からの影響のため，せっかくの

蓄蔵貨幣論が生かしきれなかったという印象が

つよい九

預金を無視して，貸出しを論じる，あるいは

とにかくまず貸出しをいい，事実として銀行の

預金は無視出来ないので，せいぜいこれを副次

5)蓄蔵貨幣に注目した我が国の研究者としてあげな
ければならないのは高木腸哉教授およびその流れ
を受継がれた竹村僑一教授である。教授達の理論
の特徴，そして最大の貢献は，蓄蔵貨幣と休息貨
幣をはっきりとわけられ(われわれのBグループ
とCグループのわけ方とは若干呉る)， とくに後
者と銀行制度の関係を議論されたことである。し
かし蓄蔵貨幣(われわれの意味で)を基礎に銀
行を説くという視角はとらず，銀行は商業信用，
街業手形から上向して成立し(この点では通説と
同じ)銀行の預金の種類が先に述べられ，これら
の預金には個別資本の形成する蓄蔵貨幣のどれが
対応するかという脈絡のなかで蓄蔵貨幣が論じら
れるのである。蓄蔵貨幣論が預金論・銀行の一機
能論に追随してし、る。ふたりの共著である『貨幣
・金融の基礎理論11 (ミネルヴァ， 1968) を参照
のこと。
蓄蔵貨幣と信用制度(銀行制度と同じ意味)に
ついて独自のLかも示唆に富んだ議論を展開され
た下平尾教授にあっても，蓄蔵貨幣から銀行とい
う視角はなく「利子付資本範鴎の確立」によって
いとも簡単にまた突然に銀行が成立してしまい，

その銀行にいかなる蓄蔵貨幣が集まるのかという
視点で蓄蔵貨幣が取扱われるのである。『信用と
景気循環』新評論， 1978，第4章参照。
蓄蔵貨幣に関する論議があれば必ず言及される
のが小林威夫教授の『貨幣論研究序説11 (青木書
庖， 1965)である。しかしこの労作にも， 第5章
(資本制生産および流通のもとにおける蓄蔵貨幣〉
之第6章(信用制度のもとにおける蓄蔵貨幣)と
の聞に肝腎の章が， つまり銀行がどうして成立す
るのかについての章が抜けていると言わざるをえ

ない。とはいえ，教授の示した蓄蔵貨幣の広義と
狭義の区別はその後の議論への重要な示唆とな
り，特に広義のそれはさきに紹介した高木教授ら
の休息貨幣とともに， 従来あまり議論のなかった
点に光をあてたのである。
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的に取扱うというのでは蓄蔵貨幣に分析の光が

当たらないのは残念ながら仕方のないことであ

った。

蓄蔵貨幣から出発しないということは，具体

的に銀行を論じる段になると，銀行が集める預

金を軽視ないし無視することにつながり，さら

に進んで銀行の本質から預金をとってしまうと

いうところにまで進むのである。代表的論者の

ひとりである岡橋保教授の次の言葉はまさに象

徴的である。

「かくして，銀行本質論は，むしろ，信用創造説

のなかにもとめらるべきであって， われわれは蓄蔵

貨幣あるいは預金の生成から理論をは!じめるべきで

はなく，支払手段としての貨幣のなかに節約の論理

をもとめ，支払手段→信用の貨幣化(=商業貨幣〉→

信用の貸付(=貸し付けられた銀行信用=信用貨

幣)→信用の創造のたかに貫徹されている節約の論

理の展開として銀行生成の必然性をみようとするも

のである。J (岡橋保「銀行の本質についてJIi国学

院大学紀要』第8集， この論文は向教授の著書『現

代信用理論批判』九州大学出版会， 1985年，に収録

されている。)

しかしマルクスは「銀行にとって最大の重要

性をもつものはつねに預金である。J(W資本論』

3巻大月版 p.507一以下巻と頁のみを示す)

と明言しているし，マルクス主義の系譜の中で

は正当な後継者であるレーニンは『帝国主義』

の第2章において20世紀初頭における銀行の変

身を説くにあたってまず最初に当時のドイツの

大銀行の預金高の急成長の表をあげているので

ある。現実に目を移してみれば，預金は銀行の

規模をはかるメルクマーノレであり，毎月の末に

銀行労働者が預金を求めて顧客のところを走り

まわるのも預金量の競争が銀行の競争の主要な

ものだからではないだろうか。

『資本論~， W金融資本論』をみても，信用貨

幣の創造，つまり銀行券の発行については語ら

れているが，自分で集めた預金以上に貸出すと

いう意味での信用の創造についてはほとんど何

セ語られでいな1，，6)。 にもかかわらず，信用創

6) Ii資本論』のなかでたぶん唯一信用創造にもとれ

造論というそれ自体はマルクス主義に縁のない

議論(例えば， H， D， Macleod， C. A， Phil1ips，) 

がマルクス経済学に移植されたのである。この

ことは裏返してみれば，マルクス主義の金融論

がこの方面でいかに発展させられなかったかを

物語っているのである。

第1節 Aグ、ループ準備金

資本主義社会の特徴の一つは常なき変動の世

界であるということである。ここでいう変動と

は経済現象の変動のことで，価格の変動，販売

期間の変動，等を代表的な例としてあげること

ができる。この種の変動に対処するために，資

本家は経験が彼等に教えるところの額の貨幣を

保有しておかねばならない。これを準備金と呼

んでおこう。

資本は，彼等が競争している限り，常に生じ

うる価格変動(予定していた原料価格，あるい

は労賃の上昇)，また販売期間の延長(この場合

には，追加の投下資本が必要)のたびに生産を

休む，工場を止めたりすることはできなし、。要

するに，一度始めた生産活動は簡単には止めら

れないのである。というのは，生産の一時的停

止は資本に次のような損失を与えるからであ

る。第一に，生産の中断は資本の回転期間の延

長を意味し，それは年率でみた利潤率の減少と

なるからである。第二に，中断は用意された全

ての物の無為な遊休を意味する。まず固定資本

が遊んでしまう。固定資本は使わないからとい

っても，メンテナンスを怠る訳にはいかないも

のである。流動資本の原料などは余計な保管費

ることを言っているのはつぎの箇所である。
「いつで、も公衆の手にあって流通手段として機
能している彼の銀行券の額(それを構成している
銀行券は絶えず入れ替わるとはいえ)は， 彼にと

って紙と印刷のほかにはなんの費用もかからな
い。それは，彼自身あてに振り出された流通する

債務証券 f手形)であるが， それが彼の手に貨幣
をもたらし したがって彼の資本の増殖の手段と
して役だつのである。しかしそれは，、彼の資本

とは別なものであふて. 彼自身の資本でも借り入
れた資本でもない。J(Ii資本論Jl3巻， p.568) 
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がかかることになる。もっと重大な問題がおき

るのは労働力である。資本一賃労働の関係の発

展は(資本の支配の進展は)日雇いから月極め

雇いへの展開を通常は意味するのだが(そのほ

うが労働者の忠誠心をとらえやすし、から)その

場合の生産の中断はまったく労働者を遊ばせる

ことになりかねないのである。よしんば，賃金

後払いになっていたにしても，またレイ=オフ

などの手段が採れたにしても，今度は一度去っ

た労働者を生産再開にさいして呼び集めるのに

はそれなりのコストもかかるであろう。まさに

マルクスの言うように生産の連続性はそれ自体

重要な生産性の要素なのである九だから資本

家は，作っても全然売れないような状況の場合

を除けば，すこしぐらいの経済上の変動で生産

を止めたりしないのである。そうするためには

何が必要か。それは貨幣である。資本の始動の

時の形態はいつも貨幣だからである。いったい

どれくらいの貨幣を持ったらし、し、のか。実はこ

れは難問である。多く持てば，安心には違いな

いが， この準備金もまた投下資本であるに変わ

りはなくそのかぎりで利潤率計算の分母に入る

のであるから，競争下の資本にはその保有に自

ずと限度があることになる。利潤率の低下を恐

れて，すくなくすれば本当に生産が止まってし

まうことになりかねない。結局どれくらい持つ

かは，まさに資本家の腕の見せどころとなる。

誤解を避けるためにここで一つ述べておきた

い。それはここでし寸準備金は，保険制度を形

成する資金とは全然別のものであるということ

である。

人の一生に様々な事故が避けられないよう

に，資本の活動過程にも様々な予期せぬ事が起

きるのは避けがたいことである。地震，台風，

洪水等の天災，火事，様々な事故。これらのも

のに対処するために資本は保険制度を利用する

ことになる。ここでいう天変地異はさきに述べ

7) rこのような生産過程の規則的な中断は近代的大
エ業の経営とはおよそ結びつかないものである。ー
ζの連続性は，それ自身，労働の生産力なのであ
るoJ(W資本論Jl2巻 p.:344;) 

た経済現象における変動とは明らかに性質を異

にするものであり，それゆえに資本は前者には

保険を，後者には準備金をもって対応するので

ある。

保険制度の発生は，中世のイタリアの都市に

おける海上保険とともにあり (14世紀)， した

がって資本主義の発生よりも古いのであるが，

資本はやがてこれを自らの制度として取込み発

展させるのである。要は，保険を成立させるも

のと，準備金を生み出す要因とはほとんど別で

あり，ために保険料と準備金は別々に存在する

ということである。このことは，今日の金融革

新において銀行と証券の対立，金融機関相互の

競争の激化が言われるなかで，保険と金融の対

立がいっこうに出てこないことを基本的に説明

するものである。両者のよってたつ資金の基盤

が根本的に違うからである。この点は，今日に

おける金融機関の対立・協調関係一般を考える

上で大事なことである。

「貯蓄は経済的必要をもたらす事故がいつ発

生するか予期でき，またその事故によって生ず

る影響を予測しうる場合には有効適切である

が，偶然的事故には非力である。J(~世界大百

科事典』平凡社「保険」の項)

準備金の機能をまとめておこう。それはマル

クスの言葉でいう「循環の撹乱を調整するため

のもの」であり，資本家はこういう準備金を貨

幣の形態で(今日では，貨幣または極めて流動

性の高い形態で)保有しているのであり，その

機能は次の二つに大別される。

購買の準備金の例… 100万円で購入予定の原

料が購入時点で110万円に上昇L，生産を円滑

に続行するためにはあと10万円が必要となる0

4月1日に 100万円入金を予定したが，生産期
間や流通期間の延長のためそれがすこし遅れ，

円滑な生産続行には原料代をつなぐ10万円が必

要となる。しかし，このような購買の準備金の

必要性は商業信用の利用によってもある程度す

くなくすることができる。将来の入金が確実で、

あれば資本家は商業信用を受けるこ lとが出来る
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からである。

支払手段の準備金の例…既に4月1日に商業

手形で商品を信用買いして 5月1日が支払日

であったが，予定の収入が遅れたため，不渡り

を避けるため貨幣が必要となった。支払いのた

めの準備金は，購買のそれとは反対に，商業信

用の発展とともにむしろ一般的になる。マルク

スが主に彼の念頭に置いているのもこれであ

る8)。

Aグループの特徴は，それが資本の運動の傍

らにあって静止していること，資本の現実の運

動に事態の進行が円滑な場合は参加しないこと

であり，この点で，つぎのBグループと区別さ

れるのである。資本の運動の外にあって普段は

参加しないこと・機能しないことがこの準備金

の機能なのであり， 準備金たる所以であるの。

しかしこのこと自体，準備金の存在が矛盾に

満ちたものであることを示している。準備金も

利潤率の式に参加すはるのである。だから，こ

ζに何等かの資本の工夫が生じるのである。

準備金に関する最後の問題は， これがどうや

って形成されるかである。

答えt主，ふたとおりある。第1に，創業の場

合は，用意した資本の一部がこれに回されるこ

とになる。このことは，資本家は決して全額を

つぎ込むことはなく，一部は何かのときの予備

8) [f'資本論Jl 3巻30章では手形支払いのための準備
資本 (Reservekapital)についての記述がある
がこれは明らかにAグループのことである。
「還流の見込みを別とすれば，支払は，ただ，
手形振出人が還流の遅れたときに自分の債務を履
行するために処分できる準備資本によってのみ，
可能になることができるのである。J([f'資本論』
3巻， p.614) 
「その聞に商品の価値が下がるかもしれない
し，また市場の停滞のために商品が一時売れなく
なるかもしれない。手形が長期であればあるほ
ど，まず第一に準備資本がそれだけ大きくなけれ
ばならず……J(向上， p.615) 
「各個の製造業者や商人にとって，多額の準備
資本の必要が避けられ，また現実の還流への依存
も避けられるのである。J(向上， p九619)
9)われわれは本研究の第1編で商業信用のモデルを
作ったが，その際ふたつのGを資本の運動の外に
準備金として措定しておいた。

とLてとっておくという日常しばしばみかける

事態を説明している。もっとも，信用制度の発

展とともに，いざという時の貨幣を金融機関に

頼ることも出来るようになるが，今度はそのと

き金融機関が貸してくれるものはなにかが問題

となる。ともかくわれわれはまだ銀行をもって

いないのである。

資本の運動の経過中では，準備金は様々なも

のから形成される。

Aクゃループの準備金についてひとつ重要な点

はここにある。それは，その機能が後述のCグ

ループ(減価償却基金や拡大基金)によって兼

務されるということである。つまり存在そのも

のはCグ、ループの一部からでてくるのであり，

しかも運用上は次のBグ、ループとー諸に扱われ

る。AグループはCグ、ルーフ。から形成され， Bグ

ループと一緒になって個別資本の Cash・Box

の中にあるのである。このことは，すぐあとの

補論で詳しく説明しよう。

Aグループの分量を社会全体でみれば，それ

は景気循環の各局面で大いに異なるであろう。

経済過程が定安しており，還流が順調なとき

は，準備金を持つ必要性はさ程大きくはないで

あろう。好況の初期がそうであろう。景気の加

熱とともに価格の上昇の気配が出てくると，準

備金の役割は大きくなる。また，このような時

期は支払いのための準備金への需要もたかまる

のである。

Aグループの追加的形成。 Aク守ループは資本

の運動開始時点で用意されていなければならな

いが， これに追加されるかたちで景気循環の過

程からあらたにAクソレープが形成されることが

ある。それは価格の低下や回転期間の短縮など

によって用意していた貨幣の一部が不要になり

遊離する場合である。この場合も二つのケース

が考えられる。価格の下落や回転期間の短縮が

一時的・循環性のものとみなされるならここで

遊離した貨幣はAグループに合流して追加の準

備金となり次の価格上昇に備えることになる。

それが傾向的・恒常的であれば，例えば技術革
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新による生産性の向上による価格下落や交通手

段の発達による流通期間の短縮であれば， ここ

で遊離された貨幣はAクやループを経由してCグ

ループに移り拡大基金の一部となる。

第2節 Bグループ 出納金・機能資本のー

時的遊休

われわれがAグループとしてみた準備金は，

通常は，資本の運動の外におかれているのだ

が， これにたいしてここで考察するBグループ

は，機能資本が貨幣形態にあるものである。資

本は貨幣資本，生産資本，商品資本の三つの形

態を繰返しながら増殖じていくのであるが，こ

のことからある一時点をとってみればいつでも

ある分量の資本が貨幣という形態で存在してい

ることになる。具体的にみれば，産業資本につ

いては，商品が販売されてからその代金が次の

賃金支払，原料購入をまじかに控えてほんの短

い期間，貨幣の形態で止まるのがこれにあた

り，商業資本では，販売代金が次の仕入れに向

けられるまでの聞にこれが生じることになる。

だから， このグループは，蓄蔵貨幣とし、う言葉

の響きになじまず，マルクスも「一時休止Jと

いう言葉をつかっている。蓄蔵貨幣の先駆的研

究をした人々も，たぶんこの言葉にヒントをえ

て，休止貨幣とか休息貨幣とかの用語を使って

いるのであろう則。

各資本家の立場から見れば，何かを購入する

前には，貨幣がなくてはならず，現実の購入ま

でには時聞があるという状況がこの休止を作り

だす。商業信用を前提にするとこの休止は少な

くなるが， こんどは支払うまえには貨幣が必要

10)たとえば，戦後まもなく出版された高木教授の
『銀行信用論』は次のように言う。
「休息貨幣というのは，やがて支出される貨幣
が支出の時期になるまでに一時休息する事実に着
目して呼んだ流通貨幣の別名である。J(高木暢
哉， 11，銀行信用論』春秋社， 1948年 P.41)

また小林教授は非流通手段という規定を付され
これを広義の蓄蔵貨幣と呼んで，教授が狭義の蓄
蔵貨幣と呼ぶものとの違いを強調されている。
(小林，前掲書，第3章)

であり，そして現実の支払いまでにはすこしの

聞があるということが休止を必然にするのであ

る。結局このグ、ループは，個々の資本家にとっ

ては日々の商売に必要な出納金としてあらわれ

ることになる。このことは貨幣流通の条件でも

ある。貨幣が流通しているといっても，ある瞬

間をとれば貨幣はかならず誰かに所有されてい

るのである。

Bグループは大きく，購買に向かう貨幣の一

時的休息と，支払いを予定している貨幣の実際

の支払いまでの休止とに分けて見ることができ

る。マルクスは購買手段，支払手段の基金と呼ん

でし、るが， これを呼名に惑わされてAクソレープ

と混同しないようにすることが大切である。購

買手段の基金についてすこし説明しておこう。

資本は貨幣の形態で支出され，労働力 (A)

と生産手段 (Pm)になる。さらに Pmは固定

資本と流動資本にわかれる。 Bクソレープに分類

される蓄蔵貨幣は，資本家が貨幣を用意してか

ら実際にそれが支出されるまでのあいだに生じ

る。また，彼の商品が売れてから実際に彼が使

える(用意した状況)までの聞に生じる。前者

から見ていこう。まず労働力への支出に際す

るBグループの発生度合いは，賃金の支払われ

かたに依存する。賃金は後払いが基本であるか

ら， これが日払いから週払い，月払いとなれば

Bグループはそれだけ多く形成されることにな

る。たぶん，今日でも Bグループの最大の形

成要因はこれである。生産手段・ Pmは，流動

資本と固定資本に分れるが，用意した貨幣資本

が実際に支出されるまでという点で，現実的に

意味がでてくるのは前者(原料等への支出)で

ある。原料や燃料の買い付けは資本家の腕の発

揮される一つの部面である。資本家は常に，あ

る程度の額の貨幣を用意して買い付けの機会を

待っている。この期間，貨幣はBグループにな

る。固定資本については，次の節で述べる重要

な蓄蔵貨幣が発生する。

これらの購買用出納金は商業信用の導入によ

って労賃部分を除いて少なくすることが可能で
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ある。このことは逆に支払い用の出納金を大き

くする ζ とになるが，節約の額に比べればそれ

ははるかに少なくて済む。ここに商業信用導入

の意味もあるのである。商業信用の発展は，

様々な決済制度を発展させることにより，支払

い用の出納金の実際の休止期聞をいち，ぢるしぐ

短縮するのである。

Bグループの特徴について以下にまとめておこ

う0'

1 どのくらいの額が，いつ余って(休息し)

いつ出ていく(出動する}かは，個々の資本家

の業態によって様々で、ある。 Bグ、ループはAグ

ループのように静止してはいなL、。ゆえにこの

クーループを把握するには個々の資本の活動に恒

常的に接していることが必要となる。銀行が取

引先企業の状態に常に関心を持つのは自分の貸

した貨幣の事を心配してだけのことではないの

である。

2 量的に大量である。その分量は社会の資本

の分量を基本要因として，貨幣の流通速度を副

要因として変動する。資本主義社会の発展とと

もに増大し，またそのもとで発展する支払いシ

ステムの高度化によって減少する。ただ個々の

資本家にとづては， このことによって量的減少

としては生じない。 100万円を支払うときは100

万円を用意しなければならないことに変りはな

く，ただ違うのは個々の資本家の手元での休息

の時間が短縮されることである。流通貨幣の節

約という観点にたつと，その方法はふたつあ

る。ひとつは速度の増大， もうひとつは相殺で

あるが，見方によっては相殺は速度増大の行き

ついたものである。社会的な支払いシステムの

発展は，個々の資本家にBクゃループの存在時間

の短縮をもたらすから，このことは剰余価値の

増大・利潤率の上昇を意味するから，歓迎すべ

きこ、ととなる。逆にいえば，支払いシステムを

持っているところにBグ、ループは自ずと集まる

こ司とになる。公的tt:手形交換所の会員権の銀行

にどる独占，当座預金の無利子化等のJ事態がこ

こから展開するが，それは後で述べまう。

補論 AクツレープおよびBグ、ループについて

のマルクスの見解

AグループをBクソレープと区別して把握する

ことは，後に銀行業の準備金を考えるうえで，

また金庫業・貨幣取扱業からの銀行業への発展

を扱ううえで重要なので， このことに関するマ

ルグスの見方，および主な論者の見方をここで

まとめて整理しておきたし、。

Aグ、ループとわれわれが分類したものについ

てマルクスがはっきりと， しかもそれ自体に言

及しているのは『資本論~2 巻 6 章 4 節である。

ここでは節の表題が準備金 (ReserveFonds) 

となっている。すぐ前の節で剰余価値の蓄積基

金への転化を述べたあとで次のように言う。

「もし過程W-Gが正常な限度を越えて延びるな

らば，つまり商品資本の貨幣形態への転化が異常に

妨げられるならば，あるいはまた， この転化は行な

われても， たとえば貨幣資本が転換されるべき生産

手段の価格が循環の始まったときの水準よりも高く

なっているならば，そのような場合には，蓄積財源

として機能している蓄蔵貨幣を用いてそれに貨幣資

本またはその一部分の代わりをさせることができ

る。このようにして，貨幣蓄積財源は，循環の撹乱

を調整するための準備金として役だつのである。

このような準備金としての蓄積財源は，循環P…

Pで考察された購買・支払手段の財源とは違うもの

である。購買・支払手段は，機能している貨幣資本

の一部分(したがって過程にはいっている資本価値

一般の山部分の存在形態)であって，ただ， この貨

幣資本の諸部分が別々の時期に次々に機能を始めて

行くだけである。生産過程が続いているあいだは絶

えず準備貨幣資本が形成される。というのは， 今日

支払を受けても， 再び支払うのはもっとあとの時期

でよいということもあれば， 今日多量の商品が売れ

ても， 再び多量の商品を買うのは後日でよいという

こともあるからである。だから， この中間の期間に

はいつでも流通中の資本の一部分は貨幣形態で存在

しているので、ある。 ζれに反して，準備金は，機能

じている資本の，三詳し〈言えば貨幣資本の，一一成分

ではなく，蓄積される前の段階応ある資本の， また
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能動的な資本に転化していない剰余価値の， 一成分

なのである。とはいえ，資本家も，せっばつまれば，

自分の手にある貨幣の特定の機能などにはおかまい

なく， もっているだけのものを使って自分の資本の

循環過程を進行させようとするのは， まったく自明

なことである。J(li"資本論Jl2巻， pp.105~6) 

内容は次の3点に整理できる。

1.資本家は経済の撹乱に準備金をもって対

処する。

2. この準備金には剰余価値から積み立てら

れる拡大基金があてられる。

3. この準備金はP…Pなる循環で考察され

た購買手段，または支払手段の基金(Fonds

von Kauf-oder Zahlungsmitteln) とは

異なる。

1について。同じような意味での準備金をマ

ルクスは別のところで「本来の準備金」とよ

んでいる。「不測の支出のための貨幣準備や

撹乱調整のための本来の準備金 (eigent1ichen

Reserve Fonds) J (W資本論~ 2巻， p.322)な

お，“貨幣準備"と“本来の準備金"は翻訳では

“や"とし、ぅ言葉で結ぼれているが，原文では同

格に並んでおり，貨幣準備を本来の準備金と言

い替えた表現になっている。)

2について。しかしこうした準備金はわざわ

ざそれ自体として保有される必要はなく，別の

蓄蔵貨幣の一部を準備金として利用・兼用す

る。ここで、マルクスは拡大基金についてだけ述

べているが， Bグ、ループを除く全ての蓄蔵貨幣

が兼用の対象となることは明らかである。さて，

ここが重要である。 Aグ、ループは，蓄蔵貨幣の

発生という観点から見ると資本の創業時を除い

て存在しないのであるが，われわれの視点であ

る個別資本の観点ではいつでも存在するのであ

る。彼等にとっての関心事は自分達の持ってい

る貨幣の生い立ちではなく，それがどんな機能

を果たしてくれるかである。その機能に従っ

?と，それに応じた形態で保有するので、ある。存

在はひとつでも機能はふたつある場合は，どち

らの機能が優先するかで、あり，明らかfここの場

合は準備金としてのそれである。機能が存在の

仕方を決定するのであり，個別資本にとっての

保有の仕方を決定するのである。金融論・信用

論を取引に着目して構築していくためには取引

の一方の当事者である個別資本がどんな諸機能

を期待して蓄蔵貨幣を保有するかが重要であ

る。言葉を換えていえば，個別資本のもとでは

蓄蔵貨幣は彼にとっての機能別に分類されるべ

きであり，その機能が保有の仕方に大きく影響

するのである。

3について。よく誤解されるので十分注意さ

れるべき点である。マルクスはAグ、ループとB

グループとの違いをここでははっきりと述べて

いる。マルクスのいう“P…Pなる循環で考察

された購買手段，または支払手段の基金"につ

いてはさきの引用のすこし前の2章1節で次の

ように述べている。

「もしこれらの商品がいろいろ違った時期に買わ

れたりするとすれば，つまり G-Wが次々に行なわ
れる一連の購入または支払を表すとすれば， Gの

一部分はG-Wという行為を行うが，他の一部分

は貨幣状態にとどまっていて，過程そのものの諸条

件によって規定されたある時期になってからはじめ

て， 同時にかまたは次々に行なわれるG-Wという

行為に役だつことになる。この部分は，一定の時期

に行動を起こしてその機能を行なうために， ただ一

時的に流通から引きあげられているだけである。そ

の場合には，この部分のこのような貯蔵は， それ自

体，その流通によって規定され流通のために規定さ

れた一機能なのである。この場合には，購買・支払

財源としての部分の存在，その運動の中止， その流

通中断の状態は，貨幣が貨幣資本としての諸機能の

一つを行なっている状態である。貨幣資本として，

というわけは， この場合には一時休止している貨幣

は，それ自体，貨幣資本G(G'-g=G)の一部分だ

からであり，商品資本の価値のうち循環の出発点で、

ある生産資本の価値Pに等しい部分の一部だからで

ある。J (Il'資本論Jl2巻， p.95) 

なお引用文中の購買・支払財源の原語は

Kauf...und Zahlungsfondsで，さきに示した

購買手段，支払手段の基金の原語とほぼ同じで
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ある。

上の引用は明らかにわれわれのいう Bグルー

プのことであり，それゆえこれは先の引用にで

てくるAグループとはマルクスの言うように区

別されるべきものなのであるが， このことが多

くの論者の混乱を招いたのはマルクス自身がB

グループに相当するものを『資本論』の他の箇

所で準備金とよんだり，またAとBを一緒にし

て準備金とよんだりしているからである。後に

述べるが，資本家の所得のうち日常消費に使わ

れる部分も Bクやループにはいることになるが，

これを説明してマルクスは準備金という言葉を

使っている。

ig-W は貨幣に媒介されるいくつかの買いであ

って，この貨幣は資本家が本来の商品に支出したり，

貴重な一身や家族へのサーヴィスに支出したりする

ものである。これらの買いは分散していて， いろい

ろに違った時期に行なわれる。したがって，貨幣は，

一時的に， 日常の消費のための準備金または蓄蔵貨

幣の形態で存在する。というのは，流通を中断され

た貨幣は蓄蔵貨幣形態にあるわけだからである蓄

蔵貨幣としての一時的形態をも含めての流通手段と

してこの貨幣が行なう機能は，貨幣形態にある資本

Gの流通にははいらない。この貨幣は，前貸しされ

るのではなく，支出されるのである。J(r資本論~ 2 

巻. pp.81~2) 

原料などに支出される部分はすでにみたよう

に明らかにBグループなのであるがここでもマ

ルクスは準備金 (Reservefonds) という言葉

を使っている。

「ところが，もう一つの部分， つまり原料などに

再転化する部分は， 仕入れのためや支払のために準

備金として比較的長い期間積み立てておかれなけれ

ばらない。それだから， この部分は貨幣資本の形態

で存在するのである。といっても， それが貨幣資本

として存在する大きさは変動するのであるが。」

(r資本論~2巻. p.313) 

さらに論者に決定的な影響を与えてしまった

のは『資本論jJ 3巻19章の次の文章であった。

ここでマルクスは蓄蔵貨幣を第一形態と第二形

態のふたつに分けるのである。

資本の一定の部分はたえず蓄蔵貨幣として，潜勢

的な貨幣資本として，存在しなければならない。す

なわち， 購買手段の準備 (Reservevon Kauf-

mitteln)支払手段の準備. (Reserve von Zahl・

ungsmitt巴ln)貨幣形態のままで充用を待っている

遊休資本として存在しなければならない。そして，

資本の一部分は絶えずこの形態で還流する。J(資本
論jJ3巻.p.394) 

「第一に，蓄蔵貨幣としての集積，すなわち，今

日では資本のうち支払・購買手段の準備金としてつ

ねに貨幣形態で存在しなければならない部分の集

積。これは蓄蔵貨幣の第rーの形態であって， この蓄

蔵貨幣は，資本主義的生産様式のもとで再現し， ま

た一般に商業資本の発展に伴って少なくとも商業資

本のために形成されるものである。両方とも国内流

通にも国際流通にもあてはまる。この蓄蔵貨幣は絶

えず流動していて，絶えず流通に流れこみ， また絶

えず流通から帰ってくる。次に蓄蔵貨幣の第二の形

態で休んでいてさしあたりは運用されていない資本

の形態であって， 新たに蓄蔵されてまだ投下されて

いない貨幣資本もこれに属する。Jcr資本論B巻，
pp. 397~8) 

尚，引用文中の支払・購買手段の準備金の

原語は ReserveFonds von Zahlungs-und 

Kaufmittelnである。

この部分に関する解釈は3つ成立する。 Aグ

ループのことを言っている。 Bグルーフ。のこと

である 11)。そしてわれわれの解釈，すなわちA

とBとを一緒にしている，の3つである 12)。

しかし，引用の内容をBク。ループのこととす

ると準備金という言葉の使いかたが不可解だ

し，またAグループだけであるとすると，“絶え

ず還流する"とか“この蓄蔵貨幣は絶えず流動

11)小林教授は第一形態を休息貨幣・広義の蓄蔵貨幣
と解されている。(前掲書， 第5章)われわれが
Aグループとした準備金を教授はそれが拡大基金
から形成されるというマルクスの叙述を根拠に第
二形態に含められる。発生に着目すれば確かにそ
うであろうが，金融論にとって重要なのは個々の
資本家の手元での保有の形態なのである。
12)この点では私も意見を修正した。本研究の第1編
では第1形態をAグループとしていた。 しかしそ
れでは『資本論』の第2巻でせっかく論じた準備
金がまったく消えてしまうし， またマルクスがあ
ちこちで準備金についてふれていることが理解で
きないと考えたので、ある。
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していて，絶えず流通に流れこみ，また絶えず

流通から帰ってくる。"といういかにも出納金

の運動を示す文章が解釈しにくいのである。そ

こで，われわれの理解を現実に引き寄ぜて説明

してみよう。資本家が現在価格が100万円の原

料の購買を予定し， 100万円を販売代金から用

意したとする。しかし，実際に買い向かうとき

100万円だとは限らない。商品の価格変動は避

けられないからである。こうした多少の諸変動

を乗り切ってなお購買を実施するための方策

は，購買資金を多少多めに持つことである。こ

れを10万円とすれば， これがCグループから引

離されていつでも出動できる状態で保有された

ときこれはAグループなのである。これにたい

して 100万円はBグループである。事態の進行

が円滑で特に撹乱がなければ100万円で済み，

10万円は出動しない。しかし他方，価格変動は

特定の商品を除けば避けがたく，資本家は資金

のゆとりを持たなければならなし、。大事なこと

は，資本家にとって 100万円と10万円は分かち

がたいということであり，俗な表現をすれば同

じ財布のなかに入れておくということである。

つまり， AとBとでは，個々の資本家にとって

機能は理論的には違うのであるが，機能する時

が一緒 (Aだけが単独で機能することはまれで

ある)であるため現実的には一緒に保有されざ

るをえないのである。Aグループは，その存在は

Cグループからの借物であるが，それは保有の

形態上はBグループと一緒になるのである。さ

て~資本論』の問題の箇所は貨幣取扱資本に

ついて述べているが，かれらにとっての関心事

は顧客がもし自分自身でこれらの貨幣を保有し

たらどのように保有するかということであろ

う。彼等が顧客にかわって代行するのはまずそ

の点だからである。マルグスはわれわれの分類

するAとBとを一緒にして蓄蔵貨幣の第一形態

を規定したのである 13)。しかし，蓄蔵貨幣論か

13) W資本論』の3巻5編にいくとAグループとBグノレ
ープを統一して扱う視点はさらにはっきりする。

ら金融論の構築をめざすにはもういちどこれら

を分けておいたほうがよさそうである。これが

われわれの主要な論点である。

第3節 Cグループ積立金・資本の循環・

回転運動から周期的に形成される蓄

蔵貨幣

ここでは蓄蔵貨幣と呼ぶにふさわしい三つの

形態を取扱う。

C-1-a 資本の回転から生ずる流動資本

の周期的遊休

まずモデルを考えておこう。生産期聞が6週

間，流通期聞が3週間，計9週間の周期を持っ

ている資本を想定する。固定資本を無視してす

べてが流動資本に投下されると仮定する。資本

を最初に90万円用意して各週の始めに10万円ず

つ投下すると，第1週には80万円，第2週には

70万円というように漸次減少するかたちで蓄蔵

貨幣が形成されることになる。第 6週が終わ

り，溺品が(剰余価値は無視して商品価値は60

万円とする) 3週間の流通期間に入る。この間

も毎週10万円の投下が行われ 9週になると当

初用意した資本が使い尽くされる。さて10週の

初めに60万円の商品が売れて貨幣の形態で循環

の初めに戻ってくる。しかし 2回目の生産は

既に3週目まで済んで九、るので， この60万円は

2回目の生産の半分とそれに続く流通期間，計

「まず第ーに，銀行は産業資本家たちの出納係
だから，銀行の手中には，各個の生産者や商人が

準備金として保有する貨幣資本や彼らのもとに支

払金として流れてくる貨幣資本が集中する。こう
2 

して， このような準備金は貸付可能な貨幣資本に
転化する。このようにして，商業世界の準備金比
共同の準備金として集中されるので，必要な最小
限度に制限されるのであって， もしそうでなけれ
ば貨幣資本の一部分は準備金として寝ているであ
ろうが，その部分も貸し出されて，利子生み資本
として機能するのであるJ(W資本論~3 巻， P.506)
アンダーライ γ1は明らかにAグループのこと
で，アンダーライン2はBグループのことであ
り，両者が接続詞 undで結ばれ、このような準
備金ψ として統ーして把握されてし、る。
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6週間に毎週10万円ずつ支出されることにな

る。つまりここで，漸次減少する形で蓄蔵貨幣

が形成される。創業の時に90万円を用意したと

考えなくとも，かわりに毎週10万円をその都度

投下したとしても，第10週の始めには60万円が

一度に環流することから蓄蔵貨幣の形成は必然

となる 14)。こうした事態の進行から形成される

蓄蔵貨幣の特徴は，その遊休が予測できるとい

うこと， しかも金額も遊休期間も当事者の資本

家にはある程度まで見当がつくということであ

る。さて， C-1-a にはいくつかのパリエー

ションがある。それは資本投下の仕方の相違が

生み出すものである。

C-1-b 一括投下型

毎週10万円ではなく，各期の生産の最初に60

万円が一度に投入されるパターンを考えてみよ

う。業種によってはこの投資パターンを用いざ

るをえない分野もあるのである。さて aタイ

プとおなじ生産期間および流通期聞を前提する

と，円滑な生産の進行のためには120万円の資

本が用意されねばならない。当面， 60万円が第

1週の初めに必要である。 120万円が最初から

用意されれば60万円は 1~6 週の間ずっと遊休

するが，これは創業時の特殊な場合に生じ，

資本家はこう L、う無駄を極力避けようとして必

要な時に資本を調達しようとするであろう。だ

から，ここでは第7週の初めに第2回目のため

の60万円が用意されるとしておこう。こうして

おくと 1"'"'9週は蓄蔵貨幣の形成はない。さ

て， 10週自に第一回の生産物が流通期間をおえ
て貨幣の形態で戻ってくる。しかし2回目の生

14) マルクスはこの問題を『資本論~ 2巻の15章で詳
しく論じている。
「社会的総資本にとっては， その流動部分につ
いてみれば，資本の遊離が通例であり， …・・要す
るに 1年聞に何回も回転する佐会的流動資本の
非常に大きな部分は， 一年間の回転循環のなかで
周期的に遊離資本の形態にあるであろう。Jrさら
に，明らかなことは，他の事情をすべて不変とす
れば，この遊離した資本の大きさは，労働過程の
大きさまたは生産の規模とともに， じたがって一
般に資本主義的生産の発展につれて，増大すると
いうことである。J(W資本論~ 2巻， p.343) 

産は7週自に投下した60万円で、賄われている o

したがって還流した60万円は第3回目の生産の

始まる13週まで遊休する，蓄蔵貨幣となるので

'ある。以下， この事は周期的に繰返されるので

ある。

C-1-c 毎週投下型と一括投下型を組合

わせた投資久タイル

これは，第1編で商業信用の考察をする際に

使用したものと基本的には同じで，生産工程が

6つに分かれており，毎週10万円ずつ投下する

と，第1工程にあったものが第2工程へという

ように順送りになるものである。これでいく

と，流通期聞を同じ3週間とすれば90万円が必

要だが aとの違いは創業時を除けば蓄蔵貨幣

の形成がないことである。第10週には流通期間

を終えて10万円が還流しこれが2回目の生産の

4週自に入り以下同じことが繰返されるからで

ある。蓄蔵貨幣それ自体は利潤を生まないので

あるから，個別資本のまず目指すところはその

形成を阻むことであり，この点で Cタイプの投

下方式は資本の好むところとなる。近代的大工

業，例えば自動車産業などがいわゆるベルト・

コンベア方式になることのひとつの副産物がこ

こに見られるのである。もちろんこの方式での

大量生産は技術的要請，生産性向上をめざすこ

とから発生するのであるが， さらにここには蓄

蔵貨幣というそれ自体死重であるものの発生を

防く、、という効果もあることを指摘しておこう。

ここで aタイプと Cタイプの場合に商業信

用が導入されたらどうなるかを見ておこう。つ

まり当該資本家が商業信用の受け手になる(第

7週の初め)場合である。 aタイプで7週以降

商業信用でつなぐと，第1編で詳しく説明した

ように，流通期間にみあった投下資本が少なく

て済み，投下総額は60万円(し、まAグループの

準備金は考えなL、)となる。第10週の始めに60

万円が貨幣で還流すると，このうち30万円が商

業信用への返済に当てられ，残りが逐次の投下

を待つことになる。元のそテ、ルに比べると形成

される蓄蔵貨幣の量も期間も小さくなってい
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る。このことはbタイプで考えるともっと極端

になり， このモテ事ルでは蓄蔵貨幣がでてこない

ことになるのである 15)。われわれの結論は，商

業信用の導入は蓄蔵貨幣の形成を少なくすると

いうことである。そして， このことは後に重大

な問題を資本に投げかえすことにつながるので

ある。 C-1に属する蓄蔵貨幣は，もしこれが

形成されるとなると量的には非常に大量なので

ある。モデルから明らかなようにこれは流通期

間の存在に規定されて発生するから，投下資本

の常に何分のーかの規模をもつものとなり， し

かも量と期間とL、う蓄蔵貨幣の性格を決定する

2大要因がかなりはっきりと規定できるものな

のである。このことは貸付けるという面からい

えば，まさに良質の蓄蔵貨幣なのである。しか

しそれを形成する資本家にとっては死重であ

り，そこで Cタイプのような投下形態がでてき

たり，また別の要因からではあるが商業信用が

発展しその形成を減少させたりするのである。

しかもこの様々な工夫は，資本主義の発展とと

もに一段と展開するのである。つまり，蓄蔵貨

幣のひとつの形成要因がj しかも貸付という後

にわれわれが問題にする観点からすれば優良な

蓄蔵貨幣の形成要因が縮小することになるので

ある。他方で，蓄蔵貨幣への需要はますます高

まっていく(次の章の課題)のである。

C-1についての最後の問題は， これとBグ

ループとの関係がどうなっているのかという点

であろう。 Aグループは資本の運動の外にあ

り， このこと自体でBとも Cとも一応区別され

るからである。しかし BとCはともに資本の

運動のなかにあるのでその区別はいささか微妙

である。たとえば， C-1-aで第10週に起き

ることを考えてみよう。まず60万円が9週の終

わりに還流しており， このうちの30万円が商業

信用の決済に利用され，後の30万円は漸次に支

出される。まずこの漸次支出の30万円がC-1

15). cタイプではもともとこの種の蓄蔵貨幣は生じな
いが， ここで商業信用が導入されると流通期間に
み合う投下資本が節約される(本研究の第1編を
参照〕。

であることはよいであろう。問題はBグ、ループ

はこの場合どこにあるかである。私は，何週自

の終わりとか初めとかとしばしばいったが B

クソレープはこの終わりと初めの聞に存在するの

である。 9週の終わりに貨幣は還流するがそれ

がただちに出てL、く場合も想定できるが，同じ

蓋然性を以てこの初めと終わり，終わりと初め

の聞にすこしの時間が存在することも想定でき

るのである。むしろ，モデノレを現実に近づけて

いけば， とにかく支払いはまった無しであり，

したがってその前に貨幣はなくてはならないか

ら，受取と支払の時差の存在は必然のものとし

て考えうるのである。完全な蓄蔵貨幣の状態か

ら，いつでも貨幣として出動出来る態勢の貨幣

へ，これがCからBへの転化であり，現実に出

動するまでがBの存在期間なのである。資本家

が，予定した購買や支払いをするときに，まず

定期預金のような流動性の低いものを解約して

当座預金や普通預金のようなすぐ出動できる形

態に移し，それから現実の支払いをするという

のは， しばしばみかけることである。ついでに

いえば，小切手などで、支払った場合，その瞬間

に支払った資本家にとってはBグループで、なく

なるが，受け取った資本家がその小切手の取り

立てを実行するまでに数日あるとすれば，その

聞は銀行の手元でこの額がBグループになるの

である。

最後の問題は， C-1とBとの量的関係，つ

まり先程C-1は資本主義の発展とともに減少

するといったが， このことがBにはどう影響す

るかということである。明らかに，個々の資本

家の手元ではC← 1からBに転化することはC

-1そのものの減少によって少なくなるのであ

る。しかし， C-'-lが節約されたということ

は，その節約分が同じ資本家によってか，ある

いは他の資本家によって資本として使われるこ

とを意味するから Bの存在量が機能資本の分

量に依存する以上，社会的にはBは減少しない

ことになる。そ:hどころか， C-1のスタイル

を持つ蓄蔵貨幣が機能資本に転化した分Bの潜
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在的存在量は増加するであろう。このことを蓄

l蔵貨幣に即してみると，貸付という観点からは

優良な蓄蔵貨幣からそうでない大変扱い難い形

態の蓄蔵貨幣に転化したことを意味し，さらに

このことが，単純な高利貸の機能と比べた場合

の銀行業の複雑さを必然的に要求するのであ

る。

C-2 減価償却基金の積立て・固定資本の
回転から形成される蓄蔵貨幣

今度は先程無視した固定資本についてその回

転の仕方をみてみよう。機械や工場の建物等は

何度も繰返して使うことの出来るものである。

この点で，原料や燃料などのように一度で、使い

切ってしまうものとは大いに異なるのである。

そじて， このことは価値形成という視点でみる

と，固定資本はその価値を少しずつ生産物に移

転していくということになる。例えば，ある自

動車会社で， 10億円の機械が10年間使えて，毎

年10万台の生産をしているとすれば，この10億

円の機械の価値は一台の自動車につき1，000円

ずつ価値移転することになる。車一台には1，000 

円の機械の価値が生きた労働の働きで移される

のである。さて，車の値段が100万円で，このな

かに，機械や建物など全ての固定資本のこの様

な価値移転部分が全部で10万円含まれていたと

する。この10万円を，もし資本家が他の用途に

使ってしまうと大変なことになる。いま，物価

の上昇は考えないにしても， 10年後に例の機械

が使えなくなったときそれを更新する，つまり

新しい機械を買うお金がどこにもないことにな

る。生産の連続を保つことは，それ自体が生産

性の主要な要素であり，資本家の心掛けるべき

ことのひとつであるから， ここにかような事態

を避けるための工夫が必然的になされることに

なる。これが減価償却基金の積立である。 10億

円め機械の耐周期聞が10年であれば，資本家は

毎年1億円を積み立てることになる。言葉を変

えていえば，固定資本の特殊な循環形式が，資

本家にある種の強制“貯蓄"をさせるのであ

る。資本家の頭の中では貯蓄に見えても実はそ

れは固定資本の循環の必然的な現象形態なので

ある。本当は貯蓄ではなく(利潤の一部から出

て〈るものではなく)投下した資本の一部が還

流しているだけであるから，所得に課税するこ

とを一般原則とする近代税制はこれに減価償却

基金という特別の会計用語を付し無税扱いにす

るのである。したがって， この“特典"を利用

することは資本家の常識であり，またうま〈利

用することは資本家の腕の見せどころとなる。

減価償却基金についてもうすこし考えてみよ

う。まず，その遊休期間について。前に述べた

C-1の期聞は，回転期間の長さに依存した
し，一番長くても回転期聞を超えることはなか

った。これにたいして減価償却基金は，通常，

l何回転もの期間にわたって遊休する問。つまり，

一般的にその遊休期聞は長く，われわれがこれ

まで考察した中では次のC-3とならんで最も

蓄蔵貨幣という名称にふさわしいものであると

いえる。減価償却基金の量はどうか。それは，

資本の使用する固定資本の分量に依存する。そ

して固定資本の量は，第一に資本の総量に，次

Iこ資本の有機的構成に依存している 17)。資本主

義の発展が，軽工業から重工業へと発展しそれ

が，資本の有機的構成の高度化を伴うことはも

はや説明の必要はないで、あろう。だから減価償

却基金の総量は，総量でみても，また各国民経

済との相対的大きさでみても，重工業に重点の

ある国・先進国で大きいことになる。この典型

的な蓄蔵貨幣が先進国で多く形成されること

は，後に銀行業の成立を見るときに意味を持つ

ことになる。またこの傾向は，先進国といわゆ

16)減価償却基金についてのマルクスの説明は『資本
論Jl2巻8章に詳しし、。
17)日本銀行の『主要企業経営分析』昭和59年版によ
れば，調査対象になった主要製造業379社の昭和
59年度の減価償却総額は約3兆9000億にのぼり，
1社あたり 100億円以上が計上されているのであ
る。また装置産業である鉄鋼業とそれとは対象的
な小売業を比較してみると，資金需給表に占める
減価償却の割合は，鉄鋼では67.7% (58年度は
76.7%)なのに対し小売業では33.5% (38. 7%) 
と著しい対照をなしている。さらに減価償却の売
上高への比率をみると鉄鋼が6.88(7.04)小売業
では1.12(1.15%)となっている。



1987. 3 金融論の研究 (4) 浜田 31 (487) 

る発展途上国が貿易をした場合に(そこに何の

障害もないとすれば)いっそう発展することに

なる。貿易によって，先進国は有機的構成の高

い部門に特化し，途上国は低い部門に特化する

からである。

C-1は，流通期間の存在から生じた。流通

期聞は資本にとってやっかいものであるから，

それを回避するための様々な工夫がなされるこ

とをみた。しかしC-2では， このこと自体に

マイナスがあるというわけで、はない。資金を積

立てている間，機械はちゃんと動いているので

ある。それは，利潤率の観点では，積立金のか

わりにその額だけ無価値になった機械が働いて

いるのであるから， とくに資本にとって問題は

生じていないのである。この場合は資本が還流

しているのであり，それを閉止することができ

ないどころか資本にとって必要なので， C-2 
の形成は， C-1の時のように，いろいろな方

法でその形成が避けられるということがないの

である。減価償却基金の形成は資本の是認する

ところであり，必然なのである。減価償却基金

の遊休期聞を縮めようという努力も，その量を

制限Lょうとする努力も生じなL、。資本家は，

値段が高くても生産性の秀れた機械の導入をめ

ざす場合もあるが(もちろん機械と労働力の比

較はある)， 普通の条件のもとでは機械の寿命

の長いことを望むであろうからである。しか

し，新しい機械の普及は社会の進歩であるから

国家の見地からこのことが奨励されて，様々な

政策が(加速度償却，新型機械導入補助金等)

展開されることはある。また，競争の状況によ

っては，資本が自ら超過利潤を求めて，時期を

早めて新機種の導入に踏切ることもある。しか

しそれはいくつかの外的条件を前提にしたう

えでのことである。減価償却基金が資本にとっ

て必然だ，蓄蔵貨幣が資本にとっての死重だと

いっても，この場合はそれを避ける術がないと

すれば， ここでの資本にとっての問題はその蓄

蔵貨幣のままでの運用であろう。持ち手は初め

て貨幣のままでの運用・貸付資本としての運用

の動機を得ることになる。後に述べるが，減価

償却基金が銀行業の成立にとって大きな位置を

占めるのはこのことにも由来するのである。

最後に現実の問題に一つだけふれておこう。

産業構造がいわゆる重厚長大からサービス化，

ソフト化に向かうと， これまで重厚長大部門で

蓄積されてきた減価償却基金は行き先を失うこ

とになる。先進国の銀行には世界中から様々な

蓄蔵貨幣が集まっているから，この資金過剰の

傾向には拍車がかかることになる。企業は投資

のあてのない資金をかかえ， これをなんとか運

用しなければならず， といって，従来からの金

融商品では“利潤"に近いものは実現できず，

ここに高利回りを求める企業向けの現先取引と

かCDなどという最近の企業向けの新金融商品
が誕生する一つの要因を見て取ることが出来る

のである。

減価償却基金の概念の資本家的拡大

減価償却基金の本質は次のようにまとめるこ

とヵ:で、きる。

「固定資本(有形固定資産)は使用価値物と

しては一体として生産過程に参加しながら，価

値物としては部分的にのみ生産過程に参加す

る。このことが減価償却の客観的・経済的基礎

であり，この過程における有形固定資産の「生

産的労働」に媒介された生産物への価値移転部

分を計算的に反映させることが基礎的減価償却

の本質である。J(高山朋子『現代減価償却論』

白桃書房， 1983， p.6) 

しかし， こうした本質が個々の資本家に理解

されているわけではなく，むしろ，彼の頭には

“どのくらいの固定資本の価値が移転したかで

はなく，売上代金からどのくらい固定資本への

投資が回収できるか"が関心事となる。この客

観から主観への転化は様々な減価償却基金の拡

大を招く。第一に，固定資本の実際の移転分よ

りも多くが償却されるということがおこる。と

くに，利潤の多いときに税金を逃れる方策とし

てしばしばなされる。また，利潤の多いときは

それが可能となる。つぎに，減価償却基金自体
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の概念が拡張される。

「減価償却の計算は，比較的長期にわたって

投下される資本の回収計算と定義されるにいた

り，固定資本のみならず，一方において暖簾，

地上権，専売特許権，実用新案権，意匠権，商

標権等々，他方において鉱業権，鉱物採取権，

鉱山の売買価額，森林の伐採権の売買代金，漁

業権の売買価額など，への投下資本の回収を包

括するにいたる。……さらに転化して，一時に

多額に支出された費用の繰延べ計算をも減価償

却のなかに包摂するにいたる。これが創業費，

開発費し試験研究費の償却にまで， さらに広告

費の償却などにまで，およそ価値の移転過程と

は関係のない費用計算，空費の処理の方法にま

で拡張される。J(向上書 P.7)
こうして，個々の資本家の積立てる減価償却

基金は，その本来の限界を超えて拡大すること

になる。本来の限界をこえて拡大された基金は

一体どこから形成されるか。それは次に述べる

C-3でトある。

C-3 拡大基金

資本の運動を式に書けば，G-W...p…W' 

~G+g である。 ζれまでに述べた， C-l， 
G-2は最初に投下した Gの回収にかかわる

ものであった。ここで考察するC-3は，次の

C-4とともに g，即ち剰余価値・利潤にか

かわるものである。剰余価値・利潤はふたつの

部分に分かれる。一つは再投資に回される部分

であり，他は資本家の消費に回る部分である。

以下では前者をC-4，後者をC-3としてそ

れぞれみていくことにする。

利潤の一部を再投資に回すこと，すなわち拡

大再生産=蓄積は資本の本性に基づくものであ

った。マルクスは『資本論』第一巻で次のよう

に言っている。

「労働の社会的生産力の発展は大規模の協業

を前提」する。そしてこの大規模生産は，商品

生産の地盤の上では，ただ資本主義的形態での

み行われる。それは，すなわち蓄積をつうじて

であり，そのことはまた剰余価値の生産の拡大

につながる。「剰余価値から資本への連続的な

再転化は，生産過程に入る資本の量が増大して

いくこととして現われる。この増大はまた，生

産規模の拡大の基礎となり，それに伴う労働の

生産力の増大方法の基礎となり，剰余価値の加

速的生産の基礎となる。J(W資本論~ 1巻，、 pp.

814~15) のである。

第2巻ではより包括的に次のように言ってい

る。

「資本主義的生産の全性格は，前貸資本価値

の価値増殖によって，従ってまず第一にできる

だけ多くの剰余価値の生産によって規定されて

しる。しかし第こには(第1部第22章を見よ)

資本の生産によって，すなわち剰余価値の資本

べの転化によって，規定されている。蓄積又は

拡大された規模での生産は剰余価値生産の不断

の拡大のため， したがって資本家の致富のため

の手段，資本家の個人的目的として現われ，資

本主義的生産の一般的傾向の内に含まれている

のであるが，それは， さらにまた，すでに第一

部で明らかにしたように，資本主義的生産の発

展によって各個の資本家にとっての一つの必h然

事になる。彼の資本の不断の増大が，その資本

の維持の条件になるのである。J(W資本論J2 

巻， pp. 97~ 8) 

さて，われわれのここでの関心は蓄蔵貨幣で

ある。このような拡大資金がいかにして蓄蔵貨

幣となるのか。マルクスはいう。

「実現された剰余価値は，たとえ資本化され

ることにはなっていても，いくつもの循環が繰

返されてからはじめて，現実に追加資本として

機能することすなわち過程進行中の資本価値の

循環にはいることができる大きさに成長するこ

とができる(したがってその大きさになるまで

積み立てられなければならなしうということも

多い。つまり，剰余価値は蓄蔵貨幣に硬化し

て， この形態で潜在的な貨幣資本をなすのであ

る。J(W資本論J2巻， p.-96) 

gの投下に関してはこつの場合を考えること

ができる。ひとつは，gがそれを生出した元の
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事業に投下されるばあいである。つまり G+g
となって再投資される場合である。ここでも，

いつでも， どんな場合でも，ただちに拡大再生

産がおこなわれる訳ではない。 igが元の事業

の拡張に用いられるとしても p の素材的諸

要因のあいだの割合やそれらの価値の割合はや

はり g の一定の最小限の大きさを要求する。J

(W資本論~2 巻， p.102) 例えば，現在の生産規模

が1億円で，そのうち5，000万円が機械5台，可

変資本が20人分で2，000万円，原料が5単位で

3，000万円という素材構成を持っていたとしよ

う。機械だけを一台増やすにしても1.000万円は

必要である。労働力の補充はこの例では4人単

位で行われてはじめて意味があるだろうから，

可変資本の増加だけがもし可能だとしても，最

低400万円はかかるだろう。もち・ろん原料につい

ても同じことがし、える。そして，ここでさらに

重大なのは， “生産手段は， ただ質的な関係を

持っているだけでなく，互いに一定の量的関係

を持っており，比例的な大きさを持っている "1め

ということである。われわれの例でいえば， こ

の事業を拡大するのに，最低でも，機械一台

1. 000万円+可変資本4人分 (20+5)400万円

+原料1単位600万円 (3，000+5) 合計2，000

万円が必要になる。機械だけが1台増えたとこ

ろで，それに相応する労働力や原料の補充がな

ければならないし，後者が増えても機械に制限

があれば(労働日の延長という手段を除けば)

結局生産の拡大はうまくし、かないのである。だ

から，事業拡張の実行には，剰余価値がすでに

かなりの額になっていなければならず，“それ

までのあいだは，gは積立てられ，ただ，形成

過程にある成長中の蓄蔵貨幣の形態で存在して

し、る"19)ことlこなる。

拡大資金の蓄蔵貨幣化についてもうひとつの

場合を考えうる。それは，元の事業部門とは違

う部門に投資されるばあいである。もとの部門

での競争が激しく， “この部面が資本で飽和し

18) W資本論Jl2巻， p.102 
19) W資本論Jl2巻， P.I03 

ている"川場合は資本はどこか他の部面に参入

するか， “独立の第二の事業" を興すために利

用されるかするであろう。あきらかにこの場合

は，第一の場合に比べてより大きな額になって

いることが必要であり，その蓄蔵期間はさらに

長くなる。

C-3をC-lやC-2と区別する特徴の一

つは，後者が機能資本に一度は組込まれたもの

であるのに対し， C-3はこれから資本にな
る，それを待っている形態にあるということで

ある。

C-3として分類した蓄蔵貨幣の期間と量に

ついて考えてみよう。まず期聞について。ここ

での蓄蔵貨幣の形成はマルクスもしばしば言っ

ているように，いくつもの資本の循環にまたが

って長期に形成されるので， C-2と同様に蓄
蔵貨幣という名にふさわしいものとなり，つい

でにいえば，それ自体貸付可能の形態にあると

いえる。期間についてもうひとついえること

は，資本の規模の拡大とともにCー 3の蓄蔵期

間も長くなる，すなわち資本主義の発展ととも

に長くなるということである。もっとも，資本

の競争は，各資本家が剰余価値が一定の大きさ

になるまでゆっくり待つなどということを許し

てはくれないのであるが。

量については， この蓄蔵貨幣が利潤から形成

される以上“他の事情はすべて変わらないもの

と仮定すれば，資本に再転化するべき利潤の量

は，得られる利潤の量によって， したがってま

た再生産過程そのものの拡張によって，定ま

る円1)ということになる。マルクスの言ってい

る他の事情でここでみておく必要があるのは，

さきの例でもふれた資本の素材・価値構成であ

る。資本主義の発展は，必然的に資本の有機的

構成を高める。資本の構成部分のうち，機械の

占める割合が大きくなり，いわゆる装置産業

化するのである。こうなると， この資本の規模

の拡大は大いにワンセットの機械の増設に依存

20) W資本論Jl3巻， p.648 
21) W資本論Jl3巻， p.648 
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することになり，それに他の生産要素の増大が

追随していくというパターンをとることにな

る22)。こうして，拡大のための最低限は大きく

なり，必然的にC-3は巨額になってし、く。そ
して， C-2についてと同様に，産業の装置化
の傾向は先進国で著しく，さらにこの傾向は貿

易の推進によっていっそう進展するのである。

マルクスは別のところで先進国は剰余価値率は

高いが利潤率は低いと述べているが， これらを

勘案してのここでの問題は率でなく量であるか

ら，われわれの結論は， C-2と並んで最も蓄

蔵貨幣らしい蓄蔵貨幣のC-3は先進国で大量
に形成されるということになる。

C-4 資本家の所得

利潤から拡大基金を除いた残りの部分は資本

家の所得である。

「発展がある程度の高さに達すれば，富の誇

示であり同時に信用の手段でもある世間並みな

程度の浪費は， r不幸なj 資本家の営業上の必
要にさえなる。三年f多は資本の交際費の一部にな

る。J(~資本論11 1巻， p. 774) 

前に述べたように，資本は競争に生き抜くた

めに資本規模の拡大欲求を持ち，それの実現の

ため利潤のできるだけ多くを再投資にまわそう

とするのであるが，そしてこのことが資本家の

プロテスタント的美徳となるのであるが，他方

で上の引用でマルクスが述べているように一定

の浪費を含む消費も彼には必要なのである。資

本家が外見上資本家らしく見えるということ

22)拡大基金の会計上の形態は内部留保である。まず
会計学者の言うことを聞こう。 1.企業内留保の第
1は，狭義の内部留保として定義づけられる公表
利益留保である。その累積額は，決算日現在の対
借対照表の「利益準備金」とその他の剰余金のな
かの「任意積立金」の各勘定残高に，利益処分計
算書にでてくるこれらの勘定の追加額を加えた金
額である。J(野村秀和『現代の企業分析』青木書
庖， 1977年)さてこの指示どおりに先に利用した
日銀の統計をみると， 全産業 619社で次のような
数字を見い出すことができる。
利益準備金 1兆6700億円
その他剰余金(細目は不明)20兆130億円
利益処分のうちの準備金・積立金 3兆7100億
円。

は， まさに彼の事業の遂行にとっても必要なの

である。そして，そのためには，労働者にとっ

ては浪費と見えるようなことも必要になるので

ある。だから，資本家はマルクスの言うよう

に “蓄積欲と享楽欲とのファウスト的葛藤"

を持つのである。さて，われわれの対象はその

資本家の所得部分がどんな蓄蔵貨幣を形成する

かである。あとで資本家以外の諸階級の所得を

見るのであるが，所得という点では同じ性質を

持っており，それは大きく，現在と近い将来ま

での支出，要するに日々の生活費に相当するも

のと (a)， 将来に向けての積立金(家を建て

る資金，子供の教育資金，旅行，その他遊興の

資金， 等々) (b)に分けることができる。そ

して， (a) は出納金であり Bグループと同じ

性質を持ち， (b) はこれまでの積立金であり

Cクツレープと同じ性質を持つといえる。 (a)

という Cクやループにしては異質のものを敢えて

ここに一緒にしたのには特別の理由がある。そ

れは後に述べるとして， ここではこのC-4の

量について見ておきたい。この量がまず利潤に

規定されていることは明らかであり，そうであ

ればC-3でいったことがここでも全てあては
まることになる。ただ， C-4とC-3との聞

には， ファウストの苦悩があり， どちらが支配

的になるかは様々な要因に左右されるであろう

し， またここでの規定的要因を分析するのは経

済学の課題ではない。ただ，資本家の個人的な

富は代々蓄積されていくであろうから，資本主

義が早くから発展しその歴史が長かった国で

(b)は，歴史の浅い資本主義国や発展途上国

に比べて大きいということは確かである。ま

た，前者のような国では資本家的ぜいたくも，

春f多も，金のかかる彼等の趣味も，まさにその

国を代表する“文化"のーっとして定着してい

るのである。だから， ここではより多くが資本

家的消費にさかれるのである。

Cク、、ループの基本的性格(資本家の日常消費

部分C-4一 (a)は除く)

1 .遊休期間と金額が個別資本にとって比較
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的はっきりしていること。その意味で貸付可能

な形態にあるということ。それだけにこれをた

だ漫然と保有していることは，個々の資本家に

は耐えがたいことと感じられるのであり， ここ

になんらかの方法での貨幣資本の形態での運用

欲求が生れることになる。後に銀行が成立すれ

ば，預金利子を求めて， また有価証券にある程

度の信頼をおけるようになれば，それへの投資

が始まるのである。こんにち，銀行と証券会社

の対立がしばしば言われているが，両者の対立

の基本的にはこのCグループとつぎに述べるD

クゃループを巡ってであり，けっして全ての蓄蔵

貨幣を巡ってではないことは今も昔もかわらな

い。銀行 vs証券会社がし、つも部分戦争にす
ぎず，いつも一面で握手をしているという一見

奇妙な事実の一つの背景なのである。

2・遊休すること自体が， 事前につまり W 

-Gの G になるまえに推測しうるというこ

と。すなわち，蓄蔵貨幣の期間と金額の両方が

個々の資本家に実際の蓄蔵貨幣の出現以前に把

握可能(もちろん不確定要因はある)であるこ

と。とはいえ，商品資本 W の段階では，それ

は“命がけの飛躍"の前であり，それがいった

いいくらになるのかも確定せず，そのためその

なかのどれだけが遊休するかについての見通し

も個々の資本家にとって立てにくいのである。

しかしこれがいったん商業信用で“売れて"し

まうと， このことは販売代金の一応の確定を意

味するから売り手の資本家の頭の中で将来の蓄

蔵貨幣についての具体像が容易に形成されるこ

とになるのである。このことは後に重要なポイ

ントになる。

第4節 Dグループ 非資本家階級の蓄蔵貨

幣

最初に，なぜ、ここでその他の階級の手元に形

成される蓄蔵貨幣を問題にするのかについて述

べておこう。われわれの目的は銀行の成立を理

論的に導くことであり， この目的自体は“資本

の世界"だけで達せられるし，またそうである

ぺきなのである。この点からすれば蓄蔵貨幣の

吟味はAグループからCクゃループまでで十分で

あることになる。確かに，後に明らかにするよ

うに，近代的銀行そのものの理論上の成立は蓄

蔵貨幣のこの範囲から解けるのである。にもか

かわらず， ここで、その他階級を問題?にするのは

以下の理由による。

資本主義に本源的蓄積があったように，銀行

の成立にもそれが必要である。資本主義の初期

の段階では，諸資本のもとにまだ十分な蓄蔵貨

幣は形成されず， この不足を補う何かがこれか

ら近代的銀行に成長していくいわば先資本的銀

行にとっては必要なのである。言い方をかえよ

う。資本主義以前にも貨幣を保管し出納を代行

し，そしてときに貨幣の貸付を行う専門の業者

がし、た。かれらは主に非資本家階級(まだ資本

家は階級に成長していなし、)特に地主や富裕な

貴族の貨幣を扱っており 23) やがて資本主義の

成立とともに増大してくる資本家の蓄蔵貨幣を

扱うようになりはじめて彼等自身が近代的銀行

へ転進していくのである。もちろん， この過程

であるものはその体質の古さの故に転進に失敗

し，またあるものはまったく新しく最初から近

代性をもって設立されるのであるが，理論的に

は前近代的銀行十資本の蓄蔵貨幣=近代的銀行

とL、う式が描けるのである。要するに，銀行の

発生を，その発生の時点を問題にするなら前資

本主義的銀行がその基盤としていたその他の階

級(この場合は地主の貴族)の蓄蔵貨幣を見て

おく必要があるのである。そしてこの蓄蔵貨幣

は資本主義が発展しても部分的に残り，固によ

ってはまた時として近代的銀行制度のなかでも

意義を持ち続ける。

さて，銀行は主に取扱う蓄蔵貨幣の種類を変

23)明治期における多数の国立銀行の成立をみると，
多くが富裕な商人達，あるいはかなりの資産を持
った土族によって出資・設立されており(商人銀
行，士族鋲行と呼びうるもの)主要な預金者もこ
れらの商人，士族であったという。朝倉孝吉『明
治前期日本金融構造史」岩波書庖， 1961年，第1
章，第2章参照。
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える，言い替えれば顧客を変えることによ

り， 自らを生れ変わらせる。このことは顧客で

ある資本家からみれば自分達に都合のよいよう

に銀行を作り変える，あるいは自らの規範に従

属させる事を意味する。そしてこの過程で、かつ

て銀行の最大の顧客であった地主や貴族は後退

し資本家自身が最大の蓄蔵貨幣供給者として出

てくる。発生の理論はここを対象にする。そし

て発展は続く。やがて，資本主義の銀行制度は

資本家階級の蓄蔵貨幣だけでは彼等によせられ

る要求にこたえきれない段階をむかえる。つま

り，銀行は理論が取扱う状態の前と後ろに資本

家階級以外の生み出す蓄蔵貨幣を必要とするの

である。後者の場合に持に期待が寄せられるの

が，いわゆる中間層とよばれる人々，つまり元

来の中間階級(医師，弁護士，高級官僚，大企

業の管理職一富裕な労働者等)である。

以上がここでその他階級の蓄蔵貨幣を取扱う

理由であるが，われわれの理論の理解にもそう

することは有効なのであるし，かつ便利なので

ある。地主・貴族の蓄蔵貨幣をD-1，中間階

級・高賃金の労働者の蓄蔵貨幣をD-2，そし

て資本主義の現場から引退した元資本家の蓄蔵

貨幣をD-3として，以下それぞれコメントを

加えていこう。そのまえに一言。マルクスはD

-1とD-3をあわせてその持ち手を貨幣資本

家などと呼んだり，金利生活者と呼んだりして

いるが，後者はともかく前者の言い方は誤解を

招きやすく適当で、はない。前の章で述べたよう

に利子を取るだけの資本家は資本家として存続

できないのであり，むしろ金持とか資産家とか

のやや俗流な表現の方が適当と思われる。

D-1 

土地所有者や貴族の生み出す蓄蔵貨幣を考察

する場合は，彼等のもともとの財産と彼等の所

得とをわけて考える必、要がある。彼等の財産は

歴史的に形成されており， ここで問題とするの

は貨幣財産である。これらは，資本家や労働者

の貯蓄と違って，将来の消費という規定をほと

んど持たないまさに貯蓄のための貯蓄といえる

性質をもっ蓄蔵貨幣である。この点で，優良な

貸付資本である。所有者に将来における使用の

意思がないのであるから，期限がない貸付資本

であり，だから多くの場合これらは非常に長期

の国債などに投資されたり，年金を買うという

かたちで、使われたのであった。この財産として

の蓄蔵貨幣がどの程度形成されるかはそれぞれ

の国の封建時代のありかた，その持続期間等に

基本的に規定されている。

彼等の所得は主に地代の形態をとる。資本主

義の成立後は，地代は利子と同様利潤からの控

除であり， したがって彼等の所得の大きさにま

ず作用するのは利潤の大きさ，つぎに利潤から

の分配率である。この分配率は言うまでもな

く，資本と土地所有との力関係にかかってい

る。資本主義がまだ未発展の国や，ブルジョア

革命が不徹底にしか行われなかった所で、は地代

収入は利潤に比べて相対的に大きいであろう。

さて，所得はそれが所得であるかぎり， 日常

の生活費に支出される部分と，将来の何等かの

支出に備える積立金に分れるのであるが D
-1の場合は，彼等がもともと富裕で、あり既に

他の人々が積立てて買うような物は多く所有し

ていること，および何か新しく欲しい物があれ

は積立てるまでもなく買ってしまうため，積立

金部分を考慮する必要はなさそうである。また，

日常の支出といっても，元来商品経済とのかか

わりあいが弱く，事業を営む資本家のような出

納をするわけではないので，その額はたいした

ものではなし、。これもまた蓄蔵貨幣の源泉とし

ては無視しうるのである。したがって，かれらの

所得から日々の生活費を控除した部分は彼等の

元の財産に一緒にされて運用されるのである。

D-2 中間階級の蓄蔵貨幣

中間階級を論ずる前に，まず労働者階級の生

み出しうる蓄蔵貨幣について簡単にみておこ

う。彼等の日常の支出が蓄蔵貨幣とはならない

あるいはなっても無視しうるのは説明を要しな
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いU)。ここで見る必要があるのはせいぜい彼等

の積立金・貯金である。可変資本・労賃には彼

等の子供達の教育費や老後の生活の積立分も含

まれていると考えてよL、からである。この部分

は全社会ではかなりの分量になるのであるが，

個々の労働者の手には極めて少額でしか存在し

えない。まさにそれは零細という言葉が適当で

ある。これを再び社会的に集合し，管理するこ

とは当然ながら相当の費用(保管，簿記，出納

の手間)がかかるのである。近代的銀行業と呼

ばれるものが当面この蓄蔵貨幣に興味を示さな

いのはこのためである。イギリスやアメリカの

銀行の一部はいまでもいわゆるホールセイル

(卸売り)専門で小口の貯金を取扱わない銀行

があり，また概していえば銀行の小口預金の扱

いは銀行の歴史からみれば比較的新しいのであ

る。最近のこの分野への進出は大いにコンピュ

タリゼーションによる収集・管理コストの低下

が貢献している。銀行がこの分野に(小口の大

衆預金)進出するまえは， ここはいわゆる貯蓄

専門機関とか庶民金融機関とか呼ばれるものの

フィールドであった。また，庶民の貯蓄のうち

最大のものは住宅の建設のためのそれであるか

ら，先進各国ではとくに住宅金融機関が自立し

て発展することが多かった。貯蓄機関・庶民金

融機関は信用制度という面とともに相互扶助

的・社会政策機関としての一面を強くもってい

るのである。最近のいわゆる郵便貯金と銀行の

対立を見るときはこの点を見逃してはならな

L 、。

さて，中間階級に戻ろう。資本主義の発展と

ともに，サーピス部門の拡大とともに中間階級

24)日本最大の貯蓄機関である郵便貯金の場合，定額
貯金の全貯金に占める比率は89.4%とほとんど9
割に近く，庶民の蓄蔵貨幣のほとんどが積立金で
あり出納金ではないことを示している。これにた
いして，都市銀行では「法人預金が総預金残高の
6割を占めしかもその9割近くが残高 1千万円以
上の大口」であり，都市銀行・地方銀行の総預金
への定期預金の比率は年々上昇しているとはいえ
まだ60%である。その理由は企業の出納金が大き
な比率を持っているからである。 日本銀行fi'新
版，わが国の金融制度Jl1986年v 引用は p.246。

の層は拡大する。またとくに独占段階では一部

労働者の富裕化現象が進展する。ヒノレファデイ

ングがサラリーマンとよび2;) スウイージーが

新しい中間階級と各付けた向この階層は， レー

ニンにとっては日和見主義の温床でもあった。

これらの賃金の比較的高い階層の出現とともに

彼等の形成する蓄蔵貨幣もにわかに注目をあび

るようになる。社会全体で、みた場合の量が増え

るだけでなく，個々の手持ち量が増大し，さき

に労働者一般のところで、述べたような収集コス

トの問題がなくなるのである。しかしそれは供

給側の問題である。ここに同時にこれらの富裕

な中間階級の蓄蔵貨幣を資本の側が必要とする

事情も発生する。一方で新しい蓄蔵貨幣を形成

し，他方でその需要を作り出す基本の舞台装置

こそが独占資本主義の成立なのである。しかし，

われわれが独占資本主義を扱うのはしばらく後

である。

D-3 引退資本
資本が自発的に引退する頻度は何によってき

まるか。よく言われるのが国民性である。例え

ばある国では人々の理想とするところは，若い

ころにしっかり働いてやがて自分の事業を起こ

し，そしてひと財産つくってからこんどはなる

べく早く引退して田舎に大きな家を買い趣味を

楽しみながら余生を過ごすということである。

べつの国では引退という言葉自体がすでに引退

していて，人々はただ本当に働けなくなるまで

自分の事業に打込むことがいつも美談になると

いったぐあいである。引退がスムーズに進むた

めには， こうした人々の生き方・人生観の差異

だけでなく，もちろんこの人生観を支え実現す

る他の条件，例えば人々が趣味というものを理

解して自分なりの物を持っているかどうか。そ

れをともに楽しむ家族や友人関係があるかどう

か，要するに引退生活を支える経済的要因以外

の様々なものがあるかなL、かが大きいのであ

25)ヒルファディング『金融資本論Jl(下)， 23章。
26)スウイージー『資本主義発展の理論』新評論版，
1967年，都留重人訳 p.286および17章参照。
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るO だから資本主義の歴史も長くかっその前

の封建時代の富の蓄積もある程度ある国，いわ

ゆる文化のある国では，そうでない国・人々が

引退しでもすることのない国に比べて，引退は

極めて普通のこととして行われるであろう。

しかし，以上述べたことよりも，経済的要因

がやはりここでも規定的に作用している。引退

資本の大小を決めるものは競争の具合である。

国内競争の激化はそれ自体多くの脱落者を生み

出す。利潤率は低下するから昔のよき日のこと

を覚えている資本家にとってはそれだけでも引

退への誘引となりうる。また，特に産業構造の

転換期には生き残りのための労苦は大きく引退

の誘引もまた大きいのである。これに拍車をか

けるのが土地などの不動産価格の値上がりであ

る。生き残りには，新製品の開発や，新市場の

開拓等決してたやすくはない仕事が待っている

が，そのときに工場の敷地などが値上がりして

しまえば， これを機会に引退しようとLづ誘惑

も大きいであろう。高い利子率も引退を促すも

ののひとつであるが， これには他のもっと複雑

な効果がある。園内の競争以上に，一国のD一

3の形成に大きく作用するのは世界市場での競

争である。ある国の世界市場における競争力の

低下は，その国における大量の資本の引退を誘

発する。国内での資本の移動がスムースでない

場合はなおさらである。このような状況の時

は，たいてい競争力の伸びた国で資金需要は高

くしたがって利子率は高く，そうでない他方の

国では多くの蓄蔵貨幣が形成され他方で借手は

少ないから利子率は低い。ここに間接投資と呼

ばれる貨幣資本の移動が生じ，このことがまた

資本輸出国の資本の引退を促進するのである。

以上で蓄蔵貨幣の考察をおわりにするが，最

後に政府が形成する蓄蔵貨幣に言及しておこ

う。誰でも知るように今日では国家・財政当局

は多分最大の蓄蔵貨幣の形成者である。しかし

我々の考察の舞台に国家が出てくるのはしばら

く後なのである。まず国家を考えない資本の世

界で銀行の成立をみ， しかるのちにわれわれは

この問題に立ち返ることになる。われわれの次

の課題は借り手の研究，他人の蓄蔵貨幣を需要

する人々・資本家についての考察である。

(つづく)
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